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目的

生活の中で 買い物や通勤通学などでの身近な移動手段

目的

生活の中で、買い物や通勤通学などでの身近な移動手段

として使われている自転車が環境に優しい乗り物として

注目を浴びている注目を浴びている。

暮らしの中で日常的に利用されているシティサイクルで楽しむ

多摩市 ポ グ 作 考えことができる多摩市のポタリングコースを作りたいと考えた。

日常生活圏の余暇活動としての自転車の魅力について伝えたい。

自転車を漕ぐことの面白さ、奥深さに気付きを与え、自転車 漕ぐ 面白 、奥深 気付き 、

レジャーとしての自転車の楽しさを再認識してもらいたい。
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プロジェクトを始めたきっかけプロジェクトを始めたきっかけ

ゼミの中でプロジェクトを行うにあたり、

自転車をテーマにした多摩市のマップを制作したいと考えた。自転車 多 市 制作 。

多摩市役所で正式なサイクリングマップがあるのかどうかを

調査したところ無いことが判明しサイクリングマップ制作に乗り出した調査したところ無いことが判明しサイクリングマップ制作に乗り出した。

プロジェクトのコンセプト

老若男女、だれでもレジャーとしての自転車の楽しさに老若男女、だれでも ジャ として 自転車 楽しさに
気付いてもらう為、コンセプトをポタリングとした。
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ポタ グ＜ポタリングとは＞

語源は【putter】から【potter】に変化したもので、

「のんびりする」 「ぶらつく」という意味である「のんびりする」、「ぶらつく」という意味である。

短距離を自転車でのんびり走ることであり、主に観光

名所を周るときなどに使用される名所を周るときなどに使用される。
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プロジェクト期間

２０１０年 ５月 ～ ２０１１年 ２月２０１０年 ５月 ～ ２０１１年 ２月
計１０ヵ月間計 間

プロジェクト調査エリア

東京都 多摩市内
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プロジェクト概要① マップ制作手順

① 地図で道を確認し、フィールドワーク当日にどこの① 地図 道を確認 、 ィ ド ク当日にど

範囲を走行するかの選定

② ①終了後フィールドワーク実施日の決定② ①終了後フィールドワーク実施日の決定

③ 実施日当日に揃ったメンバーでフィールドワークを

開始（計 ）開始（計１４回）

④ 走行終了後、個人個人で報告書と感想などの作成

⑤ ③～④の作業を終了後、ミーティングを行いメンバー

全員の意見交換(計４５回)全員の意見交換(計４５回)

⑥ 意見交換で出た情報を踏まえマップを制作
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プロジェクト概要② フィールドワーク

マップ制作のために多摩市の要所・地系・道を知るために

京王永山駅駐輪所 タサイク を利用 多摩市全域散策京王永山駅駐輪所でレンタサイクルを利用し多摩市全域散策。

その中で、四季折々の風景の変化が楽しめるという、緑豊かな

多摩市の魅力について知ることができた。

夏のゆうひの丘 秋のゆうひの丘
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多摩市ポタリングマップ(コースマップ)
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多摩市ポタリングマップ(要所説明)
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活動スケジュール (９/３０迄) 赤字：フィールドワーク

日程 場所 出席者 活動内容

5月27日 ２２３教室 全員 プロジェクトの方向づけ(マップ作成の意図・用意する物など)

6月1日 秘書室 全員
浜田先生に面会し、話し合いの中で「プロジェクトの期間・企画範囲・他
との差別化を検討するように」とご指導いただく

6月3日 ２２３教室 全員
浜田先生との面談の結果をゼミ内で検討し、それ以降の方向付けを行
う

6月7日 多摩市役所 石黒 増田 市役所にて多摩市の地図を購入6月7日 多摩市役所 石黒・増田 市役所にて多摩市の地図を購入

7月9日 秘書室 全員 梅澤先生に経過報告・企画コースの目的・企画書作成の指示を受ける

7月20日 ４４２教室
石黒・増田・
立野・中野

昼休みに集まり、夏季休業中の予定を確認する。

7月21日 図書室 全員 前日に続き、具体的なフィールドワークの予定を立てる。

7月22日 ２２３教室
石黒・増田・ ゼミ内で今までの経過を報告、目的やコースについて再確認の必要あ

7月22日 ２２３教室
立野・中野 りと指摘される。

7月23日 多摩市役所/学内
石黒・立野・
増田・中野

市役所にて多摩市内のサイクルマップやレンタサイクルの有無を確認
する。又、学校職員への自転車の利用に関するヒヤリング調査を行う

7月25日 ひじり館
石黒・増田・
立野・中野

今までの結果を踏まえ、目的やコースの再検討を行う

7月29日 ２２３教室 全員 前回制作したレジュメをゼミ内で発表。先生やゼミ生に意見を聞く

7月30日 図書室 全員
マップの目的やコンセプトについて再度話し合う。結局実際のコースを
走ってから決める事に

8月8日 永山/多摩センター
石黒・立野・
中野

最初に想定した、永山～多摩センターのコースを走行

8月15日 永山/多摩センター
石黒・大森・
増田・立野

前回のコースを再確認後、二手に分かれ多摩市内の公園を巡る

8月25日 聖蹟桜ヶ丘周辺 立野 聖蹟桜ヶ丘方面の散策。

8月27日 聖蹟桜ヶ丘周辺 石黒 多摩川サイクリングロード、聖蹟桜ヶ丘方面散策

8月29日 多摩市北部
石黒・大森・
増田・立野

二手に分かれ、多摩市北西部と北東部をそれぞれ散策

9月1日 １１１教室
石黒・増田・
立野・中野

これまでのフィールドワークの成果を集約し、コース決定のミーティング
を行う

9月2日 多摩市内 全員 前日決定したコースを実際に走行し、改善やスポットの探索を行う

9月3日 １１１教室
石黒・増田・
立野・中野

梅澤先生を交えてフィールドワーク報告を行う。その中で、夏季休業中
の活動の中で発生した疑問点などについてご指導いただいた。又、今
後必要になる市役所への聞き取り調査の仕方などについてのアドバイ
スなどをいただく。

9月5日 ひじり館
石黒・増田・
立野・中野

活動経過報告書・企画計画書の確認と訂正

9月6日 軽井沢チサンイン　 全員 企画計画、活動経過を発表。先生やゼミ生の意見を聞き訂正を行う

9月7日 〃 〃 計画書の訂正と確認

9月8日 〃 〃 合宿で仕上がった、計画書の発表。先生やゼミ生の意見を聞く

9月12日 ひじり館 全員 フィールドワーク報告書をまとめる

9月16日 多摩市役所
石黒・立野・
中野

教育振興課、道路交通課にてプロジェクトに関係する質疑を行った

9月17日 永山、多摩センター
石黒・立野・
中野・増田

都立桜ケ丘公園、多摩センター駅周辺を散策。 11
9月22日 図書室

石黒・大森・
中野・増田

今までの確認、以後何をするかの確認。

9月29日 図書室
石黒・立野・
中野・増田

決定コースの確認、経過報告の調整。

9月30日 １１１教室
大森・立野・
中野・増田

〃

活動スケジュール (２/４迄) 赤字：フィールドワーク
日程 場所 出席者 活動内容

9月30日 ２２３教室 全員 夏合宿後の経過報告

10月7日 ２２３教室
石黒・大森・
増田・立野

SRCまでの予定と用意するものの決定

10月12日 秘書室
石黒・大森・
中野・増田

浜田先生への経過報告を行う

10月14日 223教室 全員 浜田先生に頂いたアドバイスをまとめる
10月28日 223教室 全員 SRCに向けての話し合い
10月29日 234教室 全員 SRCで使用するプレゼン目次の作成

11月1日 111教室
石黒・大森・
増田・立野

マップ所要時間計測の為のフィールドワーク計画建て

11月4日 223教室 全員 パワーポイントの作成。

11月5日 永山、聖蹟桜ケ丘
石黒・大森
・増田

所要時間の計測を行う

11月10日 121教室 全員 パワーポイントの作成。

11月11日 223教室
石黒・立野・
中野・増田

パワーポイントの作成。梅澤先生に確認して頂く。
中野 増

11月13日 永山、多摩センター 立野、中野 所要時間の計測を行う

11月15日 232教室
石黒・立野・
中野・増田

パワーポイントの作成。

11月17日 121教室
石黒・立野・
中野

パワーポイントの作成。地図の作成。

11月22日 121教室
石黒・立野・
中野・増田

パワーポイントの作成。地図の作成。SRC配布資料作成。

11月24日 図書室 全員 パワーポイントの作成。地図の作成。SRC配布資料作成。

11月25日 232教室
石黒・立野・

フィ ルドワ ク事前確認 パワ ポイントの作成 地図の作成11月25日 232教室
黒 野

中野・増田
フィールドワーク事前確認。パワーポイントの作成。地図の作成

11月26日 多摩市内
石黒・大森・
増田・立野

スポットの探索。休憩施設の確認。

11月29日 121教室
石黒・立野・
中野・増田

地図の作成。

12月1日 図書室 全員 パワーポイントの作成。地図の作成。

12月2日 223教室
石黒・立野・
中野・増田

SRC配布資料の発表。先生よりアドバイスを頂く。

12月3日 111教室 全員 SRC配布資料の訂正12月3日 111教室 全員 SRC配布資料の訂正。

12月6日 図書室
石黒・立野・
中野・増田

パワーポイントの作成。

12月8日 図書室
石黒・立野・
中野・増田

パワーポイントの作成。

12月9日 223教室 全員 SRC発表練習

12月10日 図書室
石黒・立野・
中野・増田

パワーポイントの訂正。

12月13日 図書室 全員 SRC発表練習
12月15日 図書室 全員 SRC発表練習12月15日 図書室 全員 SRC発表練習
12月16日 223教室 全員 SRC発表練習

12月17日 図書室
石黒・立野・
中野・増田

SRC発表練習

12月18日 201教室 全員 SRC発表
1月13日 223教室 全員 地域発表会配布資料の作成。
1月17日 図書室 全員 地域発表会配布資料の作成。
1月19日 図書室 全員 地域発表会パワーポイントの作成
1月20日 223教室 全員 地域発表会までのスケジュールを決める。
1月21日 図書室 全員 地域発表会配布資料の作成

・フィールドワークは計１４回 約34時間

1月21日 図書室 全員 地域発表会配布資料の作成。
1月24日 図書室 全員 地域発表会パワーポイントの作成

2月2日 多摩市役所
石黒・大森・
増田

経過報告、マップのアドバイスを頂いた。

2月4日 ひじり館
石黒・立野・
増田

印刷用マップの作成。配布資料とパワーポイントの修正。

12フィ ルドワ クは計１４回。約34時間。

・ミーティングは計４５回。



考察

多摩市の魅力
・緑豊かな公園が数多くある。緑 園 数多 。
・人が集まる大きな公園がある。
・公園から見る多摩市の景観がすばらしい。

多摩市の問題点
・観光資源を活かしきれていない。
・学校など施設付近なのにもかかわらず、道幅が狭く、
歩道や横断歩道がない箇所が多かった。

・レンタサイクルサービスが永山駅駐輪所、
唐木田リサイクルセンターの二か所と少ない。
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今後の課題について

･マップの見やすさを追求するマップの見やすさを追求する。

･わかりやすいポタリングマップを制作する。

完成した プを多摩市役所に提案し完成したマップを多摩市役所に提案し、

観光資源として活用してもらえるようにしたい。観光資源として活用してもらえるようにしたい。
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補足：永山駅駐輪所レンタサイクル補足：永山駅駐輪所レンタサイクル

料金：24時間200円料金：24時間200円
貸出時間：

平日6：00～20：00
日曜 祝日8 00 17 00日曜・祝日8：00～17：00

運営：(財)自転車駐車場
ハンドルが高めのママチャリタイプ

整備センター
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参考文献参考文献

多摩市役所経済観光課『多摩市観光マップ』
２０１０年
港サイクリングクラブ『東京自転車散歩案内』 山海堂

年１９９４年
疋田智『快適自転車ライフ』 岩波アクティブ書店
２００２年２００２年
徳間書店編『自転車さんぽ‐東京近郊ベストコースガイド』
徳間書店 ２００８年徳間書店 ２００８年
多摩市役所 http://www.city.tama.lg.jp/

多摩市市立健康センター
http://www.city.tama.lg.jp/shisetsu/004219.htmlp y g jp

キョリ測(β) http://www.mapion.co.jp/route/ 16

お礼

※今回このマップ制作に当たり、市役所より
多摩市地図 使用許可を得て ます多摩市地図の使用許可を得ています。

※多摩市役所教育振興課 山崎 和巳 様
道路交通課 宮崎 武 様道路交通課 宮崎 武 様
多摩大学 浜田 正幸 先生

に感謝申し上げます。

ご静聴ありがとうございました。 17静聴あ う 。
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グ
と

は
 

語
源

は
【

pu
tt

er
】

か
ら

【
po

tt
er
】

に
変
化

し
た
も

の
で

、
「

の
ん

び
り

す
る

」「
ぶ
ら

つ
く
」

と
い

う
意
味

の
和

製
英
語

で
あ

る
。
つ
ま
り
比
較
的
短
距
離
を
、
自
転
車
を
用
い
て
「
散
歩
」
す
る
と
言
う
こ
と
で
、
観
光
名
所
を
周
る
時
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る

。
 

 ４
．
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

期
間

と
調
査

エ
リ

ア
 

期
間
：

20
10

年
5
月

 ～
 2

01
1
年

2
月
（
計

10
か
月
）
 
 
 
 
調
査
対
象
エ
リ
ア
：
東
京
都
 
多
摩
市
内

 

 ５
．
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

概
要

 

マ
ッ
プ
製
作
の
手
順
と
し
て
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
時
に
メ
ン
バ
ー
全
員
で
地
図
を
確
認
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
日
と
走
行

範
囲

の
検

討
を

行
う

。
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
終

了
後

、
そ

の
日

の
内

に
感

想
や

課
題

点
を

報
告

書
に

ま
と

め
、

情
報

共
有

を
図

る
。

そ
の
後
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
は
さ
み
、
集
ま
っ
た
報
告
書
の
情
報
を
元
に
マ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
京
王
永
山
駅
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
し
て
行
っ
た
。
実
施
回
数
は
、
計

14
回
の
べ

34
時
間
と
な
っ
た
。

 

 ６
．
 ポ

タ
リ

ン
グ
コ

ー
ス

(裏
面
地

図
参

照
) 

☆
 い

ろ
は
坂
コ
ー
ス
：
永
山
駅
→
諏
訪
名
店
街
→
尾
根
幹
線
→
多
摩
大
学
→
都
立
桜
ケ
丘
公
園
→
ゆ
う
ひ
の
丘
→
川
崎
街
道
→

 

→
(選

択
Ａ
ル
ー
ト

：
交
通
公
園
→
多
摩
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
→

)聖
蹟
桜
ケ
丘
駅
→
さ
く
ら
通
り
→

 

→
い
ろ
は
坂
→

(※
選
択
Ｂ
ル
ー
ト

：
大
栗
川

)→
原
峰
公
園
→
い
ろ
は
坂
→
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
通
り
→

 

→
永
山
駅
 
 
 
 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
※
大
栗
川
ル
ー
ト
は
い
ろ
は
坂
を
通
り
ま
せ
ん
。

  

(数
値
は
お
お
よ
そ
の
デ
ー
タ
で
す
。

) 

コ
ー
ス
名

／
デ
ー
タ

所
要

時
間

／
分

走
行

距
離

／
km

消
費

ｶ
ﾛ
ﾘｰ

／
kc

al
ｶ
ﾛ
ﾘｰ

換
算

／
お
に
ぎ
り
(個

)
い
ろ
は

坂
コ
ー
ス

7
0
分

1
2
km

3
8
7
kc
al

2
.4
個

選
択
Ａ
ル

ー
ト

2
7
分

5
km

1
6
1
kc

al
1
個

選
択
Ｂ
ル

ー
ト

1
6
分

3
.1
km

1
0
1
kc

al
0
.6
個

退
避
路

α
9
分

1
.7
km

5
4
kc
al

0
.3
個

☆
公
園
巡
り
コ
ー
ス
：
永
山
駅
→
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
通
り
→
稲
荷
橋
通
り
→
鶴
牧
東
公
園
・
奈
良
原
公
園
・
宝
野
公
園
→

 

→
多
摩
中
央
公
園
→
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
通
り

(選
択
ル
ー
ト
Ｃ

：
尾
根
幹
線

)→
永
山
駅

 

 

(数
値
は
お
お
よ
そ
の
デ
ー
タ
で
す
。

) 

( )
内
は

、
選
択
ル
ー
ト
。
選
択
ル
ー
ト
と
は
、
実
際
に
走
行
し
て
み
て
コ
ー
ス
か
ら
削
除
す
る
に
は
忍
び
な
い
と
感
じ
た
ル
ー
ト
で

あ
る
。
走
り
た
り
な
い
人
へ
の
増
長
コ
ー
ス
、
違
っ
た
コ
ー
ス
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
と
し
て
組
み
入
れ
た
。

 

 ７
．

考
察

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
通

じ
て

多
摩

市
の

魅
力

、
問

題
点

な
ど

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。
魅

力
と

し
て

多
摩

市
に

は
緑

豊
か

な
公

園
が

 

数
多
く
あ
り
、
そ
の
中
に
は
人
が
多
く
集
ま
る
賑
や
か
で
大
き
な
公
園
も
存
在
す
る
。
公
園
な
ど
の
丘
か
ら
見
る
多
摩
市
の
景
観
も

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

 

問
題
点
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
観
光
資
源
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
付
近
で

も
道
幅
が
狭
く
、
歩
道
や
横
断
歩
道
が
な
い
箇
所
も
多
か
っ
た
。
活
用
し
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
も
認
知
度
が
低
い
。
他
に
も
今
回
の

サ
イ
ク
ル
マ
ッ
プ
地
域
か
ら
外
れ
る
が
、
唐
木
田
に
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
も
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 

 

８
．

今
後
の
課

題
に

つ
い
て

 

今
後
は
市
民
に
向
け
て
、
マ
ッ
プ
の
見
や
す
さ
を
追
求
し
、
面
白
く
て
わ
か
り
や
す
い
ポ
タ
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
制
作
す
る
。
完
成

し
た
マ
ッ
プ
を
多
摩
市
役
所
に
提
案
し
、
観
光
資
源
と
し
て
広
く
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

 

９
．

補
足
：
永

山
駅

駐
輪
所

レ
ン

タ
サ
イ

ク
ル

 

 

１
０

．
参
考
資

料
、

U
R

L
 

・
多
摩
市
役
所
経
済
観
光
課
『
多
摩
市
観
光
マ
ッ
プ
』

20
10

年
 

・
港
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
『
東
京
自
転
車
散
歩
案
内
』
山
海
堂
 

19
94

年
 

・
疋
田
智
『
快
適
自
転
車
ラ
イ
フ
』
 
岩
波
ア
ク
テ
ィ
ブ
書
店
 

20
02

年
 

・
徳
間
書
店
編
『
自
転
車
さ
ん
ぽ
‐
東
京
近
郊
ベ
ス
ト
コ
ー
ス
ガ
イ
ド
』
徳
間
書
店

20
08

年
 

・
多
摩
市
役
所
 

h
tt

p:
//w

w
w

.c
it

y.
ta

m
a.

lg
.jp

/ 

・
多
摩
市
市
立
健
康
セ
ン
タ
ー

h
tt

p:
//w

w
w

.c
it

y.
ta

m
a.

lg
.jp

/s
h

is
et

su
/0

04
21

9.
h

tm
l 

・
み
ん
な
の
知
識
【
ち
ょ
っ
と
便
利
帳
】

h
tt

p:
//w

w
w

.b
en

ri
ch

o.
or

g/
m

ap
_d

is
ta

n
ce

/#
 

・
キ
ョ
リ
測

(β
) 

 h
tt

p:
//w

w
w

.m
ap

io
n

.c
o.

jp
/r

ou
te

/ 

※
制
作
し
た
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
多
摩
市
役
所
よ
り
多
摩
市
地
図
の
使
用
許
可
を
得
て
い
ま
す
。

 

※
ご
協
力
頂
い
た
多
摩
市
役
所
教
育
振
興
課

 山
崎

 和
己
様
、
道
路
交
通
課

 宮
崎

 武
様
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た

 

浜
田

 正
幸
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

コ
ー
ス
名
／
デ
ー
タ

所
要
時
間
／
分

走
行
距
離
／
km

消
費
ｶ
ﾛ
ﾘｰ

／
kc
al

ｶ
ﾛ
ﾘｰ

換
算
／
お
に
ぎ
り
(個

)
公

園
巡

り
コ
ー
ス

6
0
分

1
0
km

3
1
5
kc
al

2
個

選
択
Ｃ
ル
ー
ト

1
9
分

3
.6
km

1
1
9
kc
al

0
.7
個

退
避
路
β

1
2
分

2
.4
km

7
7
kc
al

0
.5
個

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
利

用
し

た
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

は
、

ハ
ン

ド
ル

が
高

め
の

マ
マ

チ

ャ
リ
式
の
自
転
車
だ
っ
た
。
料
金
は

24
時
間

20
0
円
。
貸
出
時
間
は
平
日

6：
00

～
20

：
00

 
日
曜
・
祝
日

8：
00

～
17

：
00

。
 

利
用

に
は

申
請

書
を

記
入

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
初

回
に

「
利

用
登

録
書

」

が
発

行
さ

れ
る

の
で

、
以

降
は

「
利

用
登

録
書

」
提

示
し

、
料

金
を

支
払

う
だ

け
で

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
利
用
で
き
る
。

 

管
理
は
、

(財
)自

転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン
タ
ー

 



  

 
N

O
.1

コ
ー

ス
マ

ッ
プ

 
ポ

タ
リ

ン
グ

コ
ー

ス
と

便
利

な
情

報
を

掲
載

し
ま

し
た

! 

永
山

駅
 

聖
蹟

桜
ケ

丘
駅

 

多
摩

セ
ン

タ
ー

駅
 

自
転

車
散

歩
!

  

 
N

O
.2

 

要
所

説
明

 
コ

ー
ス

内
の

見
ど

こ
ろ

ベ
ス

ト
ビ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
掲

載
し

ま
し

た
! 


